
　
　

　
　

　
　

ゲストスピーカー：京都府知事　山田啓二（やまだけいじ） 氏
昭和29年４月５日生まれ、昭和52年３月東京大学法学部卒業、昭和52年４月自治省(現 総

務省）入省、昭和58年７月和歌山県総務部地方課長、昭和60年９月国際観光振興会総務部職

員（サンフランシスコ観光宣伝事務所次長）、平成元年４月高知県総務部財政課長、平成４年

１月自治省行政局行政課理事官、平成４年７月　内閣法制局参事官、平成９年７月国土庁

土地局土地情報課長、平成11年８月京都府総務部長、平成13年６月京都府副知事、平成14

年４月京都府知事（４期）、平成23年４月全国知事会会長（４期）、現在に至る。

9
月
22
日  

本
会
議
質
問

9
月
22
日  

本
会
議
質
問

と　き：平成30年３月8日（木）
　　　　　　　　　18：30～講演・対談「これからの京都府」 19：45～ 懇親会
ところ：ANAクラウンプラザホテル京都（地下鉄二条城前駅２番出口　徒歩１分）

会　費：８,０００円　＊政治資金規正法第８条の２に規定する政治資金パーティーです。

 ４期１６年京都府知事を務められた山田知事は今年４月をもって勇退されます。これまでの京都
府の歩みを、そして今後の京都府を展望し、若い政治家に託すべきことを語って頂きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　京都府議会議員　二ノ湯しんじ

奇
数
月
は
「
セ
ミ
ナ
ー

＆
懇
親
会
」（
市
内
ホ

テ
ル
等
）
偶
数
月
は
「
居

酒
屋
真
友
会
」（
右
京

区
）
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
随
時
座
談
会

な
ど
も
受
け
付
け
ま

す
。

　

文
化
庁
が
京
都
に
全
面
的
に
移
転
し
ま
す
。
そ
の
際
、
文
化
を
広
く
捉
え
、
観

光
や
伝
統
産
業
等
に
文
化
行
政
が
拡
大
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
京
都
は
「
文
化
首

都
」
に
な
る
と
の
期
待
は
高
ま
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
文
化
と
は
「
あ
る
集
団
が
共
有
す
る
知
識
や
道
徳
や
慣
行
な
ど
の

総
体
」
と
も
さ
れ
る
の
で
、
日
本
文
化
と
は
、
簡
潔
に
「
日
本
ら
し
い
生
活
全
般

の
在
り
方
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
東
京
の
政
治
や
経
済
は
「
医
療
・
年
金
・
介

護
や
国
防
等
」
の
た
め
に
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
増
や
す
」
と
い
う
現
実
に
即
し
た
一
つ
の

答
え
を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
京
都
が
「
文
化
首
都
」
で
あ
る
な
ら
、

も
う
一
つ
の
答
え
と
し
て
「
日
本
ら
し
い
生
活
」
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
伺
っ
た
話
で
す
が
、
①
「
現
場
で
プ
レ
カ
ッ
ト
し
た
集
成
材

を
組
立
て
る
住
宅
ば
か
り
に
な
り
、
工
場
の
ラ
イ
ン
に
乗
る
木
し
か
切
り
出
さ

れ
な
い
。
山
の
収
益
が
よ
り
減
少
し
さ
ら
に
荒
れ
て
い
く
。
」
（
木
材
産
業
の

方
々
）
②
「
０
歳
か
ら
毎
日
保
育
園
に
預
け
る
と
子
供
は
落
ち
着
か
ず
親
も
親
に

な
ら
な
い
。
０
歳
児
の
保
育
支
援
は
必
要
だ
が
、
預
か
り
保
育
は
反
対
。
子
育
て

に
対
す
る
企
業
等
の
対
応
こ
そ
重
要
。
」
（
保
育
園
経
営
者
の
方
々
）

　

①
と
②
は
、
「
経
済
の
仕
組
み
」
が
「
人
間
の
生
活
」
ひ
い
て
は
「
自
然
環

境
」
を
も
変
え
て
い
る
例
で
す
。
地
方
創
生
の
名
の
も
と
で
是
正
が
求
め
ら
れ
る

東
京
一
極
集
中
も
、
そ
の
最
た
る
も
の
で
す
。

　

合
理
的
な
経
済
活
動
の
た
め
に
集
積
し
た
企
業
や
大
学
に
向
け
て
、
地
方
か
ら

首
都
圏
へ
人
が
移
動
し
続
け
る
結
果
と
し
て
、
過
密
な
都
市
・
過
疎
の
地
方
と
も

に
、
地
縁
血
縁
が
弱
ま
り
、
生
活
の
仕
方
や
知
恵
が
継
承
で
き
ず
に
苦
し
ん
で
い

る
の
で
す
。

　

京
都
が
「
文
化
首
都
」
を
名
乗
る
な
ら
ば
、
「
日
本
ら
し
い
生
活
」
と
そ
れ
を

支
え
る
「
経
済
の
仕
組
み
」
を
提
案
す
る
義
務
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
気
概
を
持

ち
、
４
月
の
京
都
府
知
事
選
挙
を
通
じ
て
、
し
っ
か
り
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
化
首
都
・
京
都
が
「
日
本
ら
し
い
生
活
」
を
示
そ
う
！

　

府
・
市
の
役
割
分

担
は
分
か
り
に
く
い

も
の
で
す
。
ま
ず
は

私
の
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
困
り
ご
と
な
ど

　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

◆
と
も
に
語
り

     

合
い
ま
し
ょ
う
！

旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戊
戌
は
昨
年
出
た
芽
を
大
切
に
育
て
結
実
さ
せ
る
年
と
の
こ
と
、

皆
様
の
努
力
が
報
わ
れ
る
良
き
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

今
上
陛
下
ご
退
位
に
つ
い
て

（
二
之
湯
）
「
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
」
の

施
行
を
控
え
、
陛
下
の
お
言
葉
に
示
さ
れ
た
御
心
に
適
う
象
徴
天

皇
制
の
下
で
の
国
民
の
あ
り
方
を
、
皇
室
の
父
祖
の
地
で
あ
る
京

都
か
ら
示
す
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
れ
が
、
国
民
の
絆
と
な
り
、
世

界
に
対
す
る
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な
る
と
考
え
る
が
、
知
事

の
所
見
を
伺
う
。

（
山
田
知
事
）
京
都
府
知
事
と
し
て
、

今
上
陛
下
に
接
す
る
機
会
に
「
京
都
は

父
祖
の
地
と
し
て
、
懐
か
し
く
し
の
ば

れ
る
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
府

民
に
対
し
暖
か
く
接
し
て
頂
い
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
全
身
全
霊
を
も
っ
て
、

国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
果

た
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
と
世
界
の

平
和
と
国
民
の
安
寧
を
願
い
続
け
て
こ

ら
れ
た
歳
月
を
想
う
と
き
、
陛
下
に
対

し
て
、
深
い
敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を

お
伝
え
し
た
い
。

　

同
時
に
、
皇
室
の
弥
栄
を
願
い
な
が

ら
、
日
本
の
文
化
を
次
の
世
代
に
繋
げ

発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
京
都
で
出
来

る
こ
と
を
積
極
的
に
提
案
し
て
ま
い
り

た
い
。

（
二
之
湯
）
知
事
が
深
い
敬
意
と
感
謝
の
念
を
京
都
府
議
会
で
述

べ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
京
都
に
出
来
る

こ
と
と
し
て
は
、
皇
室
の
祈
り
の
た
め
の
環
境
の
整
備
が
あ
る
と

思
う
。
加
え
て
、
天
皇
制
の
根
幹
に
あ
る
「
国
民
は
大お

お
み
た
か
ら

御
宝
で
あ

る
」
と
い
う
考
え
は
、
日
本
が
誇
れ
る
尊
い
平
和
の
文
化
で
あ

り
、
世
界
に
示
し
て
い
け
る
と
思
う
。

　

京
都
府
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て

（
二
之
湯
）
人
口
減
少
社
会
で
は
、
限
ら
れ
た
労
働
力
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
、
多
様
な
人

材
の
確
保
と
、
そ
の
た
め
の
在
宅
勤
務
等
の
働
き
方
改
革
が
重
要

だ
。
京
都
府
庁
が
範
を
示
し
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
来
年
度
中
に
、

産
官
学
民
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
大
谷
職
員
長
）
府
が
設
置
し
た
「
公
務
部
門
に
お
け
る

テ
レ
ワ
ー
ク
の
取
扱
い
に
関
す
る
研
究
会
」
か
ら
の
提
言

に
基
づ
き
、
今
年
度
中
に
、
育
児
・
介
護
を
行
う
職
員
を

対
象
に
在
宅
勤
務
等
の
試
行
を
行
い
、
そ
の
後
、
全
職
員

へ
の
導
入
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

京
都
府
域
で
は
既
に
取
組
事
例
も
出
て
い
る
の
で
、
相

互
に
情
報
交
換
や
連
携
を
図
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く

り
を
進
め
、
公
務
・
民
間
を
含
め
た
府
内
全
体
の
人
材
確

保
と
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
取
組
を
加
速
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

（
二
之
湯
）
京
都
府
内
に
は
、
適
正
な
森
林
管
理
等
が
で

き
な
い
森
林
組
合
が
多
い
。
林
野
庁
で
検
討
し
て
い
る

よ
う
に
、
民
有
林
か
ら
経
営
権
や
所
有
権
を
地
方
公
共
団

体
に
移
し
、
境
界
明
確
化
、
管
轄
を
超
え
た
森
林
経
営
等

を
行
い
、
収
益
が
出
る
森
林
経
営
を
目
指
し
、
雇
用
・
防

災
・
資
源
供
給
等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
と
税
金
の
投
入

軽
減
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

（
綾
城
農
林
部
長
）
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
京
都
府
に
は
民
間
だ
け

で
は
管
理
・
経
営
が
出
来
な
い
森
林
も
あ
る
。 

市
町
村
が
森
林

を
保
有
し
管
理
・
経
営
を
行
う
場
合
も
想
定
さ
れ
、
国
で
は
事
前

の
測
量
調
査
等
の
財
政
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
市
町
村

に
は
技
術
者
が
不
足
し
て
お
り
、
ま
た
財
政
的
負
担
も
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
財
政
措
置
の
拡
充
を
国
に
求
め
る
等
、
府
と
し
て
も
、

市
町
村
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自民党を代表して質問をします！

２月９日（金）１４：１５頃～　ＫＢＳ京都テレビをご覧ください！

京都の力をしんじる夕べ開催のご案内

　
２
月
15
日
～

　
　
　  

３
月
12
日

 

山
田
知
事
が
編
成

す
る
最
後
の
平
成

30
年
度
当
初
予
算

案
の
審
議
が
中
心

に
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

 

次
の
知
事
が
当

選
後
の
６
月
議
会

で
大
型
の
補
正
予

算
を
組
む
余
白
を

残
し
た
い
わ
ゆ
る

「
骨
格
的
予
算
」

で
す
が
、
年
度
当

初
か
ら
行
う
べ
き

事
業
に
つ
い
て
は

し
っ
か
り
と
予
算

が

計

上

さ

れ

ま

す
。

 

私
は
予
算
特
別

委
員
会
の
委
員
長

と
し
て
、
充
実
し

た
審
議
、
円
滑
な

進
行
に
尽
力
し
ま

す
。 府

議
会
日
程

こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合
で
一
部
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

府
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
全
て
の
質
問
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■ h
ttp

:/
/
w

w
w

.p
ref.k

y
o
to

.jp
/
g
ik

a
i/

（1） 平成30年１月20日

二ノ湯しんじ

（4）二ノ湯しんじ通信 ◇ 第 30 号平成30年１月20日



　
　

〈
身
辺
雑
記
〉

○
昨
年
に
続
き
、
９
月
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
に
よ
る
オ
ペ

ラ
コ
ン
サ
ー
ト
を
約
１
０
０
０
人
の
来

場
の
も
と
開
催
で
き
た
。
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
幕
を
閉
じ
イ
タ

リ
ア
人
も
上
機
嫌
だ
っ
た
。
今
年
も
開

催
予
定
で
す
、
乞
う
ご
期
待
！

○
京
北
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
収
穫
で
き
た
。

京
北
は
水
が
綺
麗
で
、
ひ
い
き
目
抜
き

で
か
な
り
美
味
し
い
。
し
か
し
、
日
照

時
間
が
短
く
単
位
面
積
あ
た
り
の
収
量

は
少
な
い
。
稲
作
農
業
の
経
営
の
厳
し

さ
が
よ
く
理
解
で
き
た
。

○
10
月
の
衆
議
院
選
挙
、
京
都
４
区
に
は

田
中
英
之
候
補
の
支
援
に
小
泉
進
次
郎

氏
も
駈
け
つ
け
て
く
れ
た
。
西
院
駅
周

辺
は
空
前
の
人
だ
か
り
で
驚
い
た
。「
進

次
郎
に
負
け
る
な
、
真
士
！
」
と
の
激

励
も
頂
き
有
難
か
っ
た
。 

○
３
人
の
息
子
は
、
ア
ニ
メ
「
ポ
ケ
モ
ン
」

が
好
き
だ
。
主
人
公
は
サ
ト
シ
だ
が
、

タ
ケ
シ
と
シ
ン
ジ
が
登
場
す
る
話
が
あ

る
よ
う
で
、「
二
之
湯
家
だ
！
」
と
教
え

て
く
れ
た
。
ち
な
み
に
シ
ン
ジ
は
サ
ト

シ
の
ラ
イ
バ
ル
ら
し
い
。

○
こ
の
年
末
は
今
ま
で
で
一
番
し
っ
か
り

掃
除
を
し
た
。
多
く
の
も
の
を
捨
て
た

時
に
気
が
つ
い
た
、「
日
々
の
忙
し
さ
に

少
し
立
ち
止
ま
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
」

と
。
動
の
中
の
静
、
深
く
息
を
し
て
己

を
見
つ
め
る
時
間
が
、
よ
り
良
い
仕
事

と
生
活
の
た
め
に
必
要
だ
と
思
う
。

イタリア 　　　７月１０日～２０日

ボローニャフィルハーモニー管弦楽団の特別演奏会での交流を切り口に、学術や産業など他の

分野に交流を展開しようと、京都府知事親書を携えてイタリアはエミリア・ロマーニャ州を訪

問しました。

　

歴
史
を
紐
解
け
ば
、
京
都
は
都
で
あ
っ
た
た
め
に
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
や
文
物
が
流
入
し
発
展
し
た
都
市
と
言
え

ま
す
。
で
す
か
ら
、
以
前
よ
り
「
首
都
圏
や
海
外
の
力
を
上
手
に
取
り
込
む
べ
き
」
と
主
張
し
、
私
自
身
が
「
国
際
都

市
に
相
応
し
い
国
際
人
で
な
け
れ
ば
」
と
の
想
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
歩
前
進
で
き
た
平
成
29
年
で
し
た
。

フィンランド・イギリス　　８月２７日～９月３日

「京都府が抱える重点課題への対応や、今後の中・長期的な施策展開の検討、さ

らには、それらを踏まえた議会からの政策提言に資するため」派遣されたフィン

ランド・イギリス調査団に団長として参加しました。

まとめ

　経済大国日本に非常に好意的と感じました。零細企業でも世界市場を

視野にビジネスをしているので、「さもありなむ」と思います。日本は、

人口が増加した高度成長期の名残で、多くは国内市場に留まりがちと指

摘されますが、特に京都では伝統産業や芸能、1 次産業も世界を視野に

する姿勢を見習うべきと痛感します。

まとめ

　移民問題で騒がれる欧州。日本でもダイバーシティー（多様性）が言われますが、欧州

のそれは次元が違います。京都は、外国人観光客で賑わうとそれを嫌悪する人も増えると

指摘されました。人口減少が進む中、政府は観光立国を、オール京都では留学生増加を戦

略としています。共生のあり方を模索する時期だと思います。

州知事に山田知事からの親書を手渡

し、芸術にとどまらず幅広い交流を

打診。州知事も「行政・大学・産業

界等の訪問団で、来年には京都へ行

きたい」と応答された。
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〈ボ ーニャのフィ ム修復産業と映画祭〉

深夜の広場で三千人が 「七人の侍」 （黒澤明） を鑑賞。 ボロー

ニャは、フィルム修復を産業とし、世界最大の復元映画祭も開催。

その経済的・文化的恩恵を市民に還元。

〈ポ ーニャ大学学長、ボ ーニャ市長と〉

欧州最古のボローニャ大学を訪問。 包括提携をしている京都

大学をはじめ、 京都の諸大学との交流に期待。 学長も市長

も好意的で、 京都を訪問することを希望された。

〈エミ ア＝ マーニャ州知事
との会談〉

生ハムもワインも昔は田舎の家内工業で生産されましたが、 今は資本を受入れ企

業となり、 10 人企業でも国際マーケティング担当者が世界中で販売努力をしてい

る。

〈生ハム工場、ワイナ ー〉

〈北部の総合大学オウ 大学にて〉

① inclusive education( 全ての人が特性
に応じて同じ学校で学ぶ )、 ② coding （プ
ログラミング手法を多方面に活かす )、 ③
主権者教育 （民主主義社会を支える人材
育成） を調査。

〈職業訓練学校にて〉

緊密な産官学連携のもと幅広い職業に対応
するカ キュ ムがあった。移民・難民
への語学や基礎的な教育も行い、学内の
多様性と彼らが意欲的に学ぶ姿に驚いた。

〈 ンドン東部Newham区の説明、サッカー場〉

オ ンピックで競技場や選手村が建設され
たことで再開発され、オ ンピック後もそ
れらが上手に活用され、住民が増え地域の
価値が格段に向上した好事例だった。

〈文化プ グ ムの説明、パ ンピックマスコット〉

スポーツ無関心層や若者を巻き込む目的だっ
たが、障害者のアス ートとアーティストの
イベントや聖火 ーが注目され、社会的地
位を向上させる成果があった。
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